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経済学ᨆスタ̒フ́ミ̠ーٚݬƦ

ᐐջᴷ༖̢　࣐ැ֖ڨ　　

　　ձ会ᐐջᴷఞైಂˢ᤼

��日஽ᴷ20֖ڨ　　 年�0月 �2 日ᴥᦂᴦ��ᴷ�0 ᵻ �5ᴷ�0

　Ȑ１ȑ　֖ڨ論題

　　　　「M&A と会᜛」

　Ȑᴯȑ　֖ڨകᛵ

題ᄻとしてમȥた֖ڨ　 M&A にはᴩのれんやའఉ૰አᝩ୥Өް等の会᜛ᄑ論ཟがあるがᴩފ会社にර

する᫿支ᥓಊ˿持分の会᜛ѿျもᴩ長らく議論のᄑとなってきた。ただしᴩ᫿支ᥓಊ˿持分にΡる先ސ

行研究の۹くはᴩ会᜛論ျのみにΗચした議論を展ᩒしている。本఼ᴩ会᜛ژໄを分析೫᜞するために

はᴩ会᜛ѿျの៎ߦとする՘ऀやᬱᄻの޴ৰを஥らかにすɌきである。᫿支ᥓಊ˿持分の会᜛ѿျを՘

り੥うのであればᴩ会社法やᦂᙤֿף՘ऀ法等の関ᣵច制࣊をՎྃしなければᴩその޴ৰをੰ૱するこ

とはできない。

　本֖ڨではᴩ᫿支ᥓಊ˿持分の地ͱを஥らかにしᴩး行の会᜛ژໄがछᝉ地ͱに୥նした会᜛ѿျを

᛼ްしているかを೫᜞している。法制࣊ᴥ会社法ᴩᦂᙤֿף՘ऀ法ᴦがᴩ支ᥓಊ˿による᫿支ᥓಊ˿ҟ

ᄬのଇ՘をੱ制するɎȼᴩᜆ会社ಊ˿持分と᫿支ᥓಊ˿持分はߦ等ॴを఍すると考えᴩᔐ国ᴩዢ国ᴩ日

本の᫿支ᥓಊ˿ί឴᛼制を෗ᢎᄑに分析した。ί឴のࠈ面としてはᴩፀն企業のढ成ࠈ面ᴩࢲ஽のᤆ؆

˿面を՘りમȥている。分析のፀ果ᴩᔐዢは日本と෗Ɍᴩ法制࣊が᫿支ᥓಊࠈ面ᴩ᫿支ᥓಊ˿のᣝҋࠈ

ҟᄬをሥ഍ᄑにί឴しておりᴩ᫿支ᥓಊ˿持分とᜆ会社ಊ˿持分はߦ等な地ͱにあるといえた。

　これをᡍまえるとᴩ᫿支ᥓಊ˿持分をᜆ会社持分と˶び៾本に᚜ᇉするඔࡻᴥᔐ国会᜛ژໄがベー

スᴦとዢ国の会᜛ژໄはᴩ᫿支ᥓಊ˿持分の地ͱをड़޴に᚜းしている。ͅ஁ᴩ᫿支ᥓಊ˿持分を៾本

とせずᴩᜆ会社ಊ˿持分のみを៾本とસえる日本の会᜛ژໄもᴩ᫿支ᥓಊ˿持分の地ͱをड़޴に᚜းし

ている。またᴩລްに関してはᴩ͏˩のことが᜘える。国際ᄑにはᴩފ会社の企業ΙϏをລްしようと

いうํれがありᴩ日本も߳入のժքを೫᜞している。これはᴩ᫿支ᥓಊ˿持分の公ඩΙϏをᄽ૚ລްす

ることを意֞するがᴩ᫿支ᥓಊ˿のί឴がऍくᴩ̜Ұの̙৊をᠯえたҟᄬଇ՘が៳Ֆ日͏᪃にժᑤなら

ばᴩ᫿支ᥓಊ˿持分Ιᭊをᤈ大૜ްするおそれが生じる。

　ᣋ年ᴩ日本の会᜛ژໄはඔዢژໄにඬみ߆っているがᴩ法域ȧとにႱなる᫿支ᥓಊ˿の地ͱをི᛾し

た会᜛ѿျのᝩ֪はᴩ問題といえる。

　Ȑᴰȑ　֖ڨをጶえて

　ʟʷɬの先生஁からᴩ៱᥾なȧ意᛻をいただいた。៣ө分析ᴩ企業ΙϏ᜻Ιにおいてᴩ᫿支ᥓಊ˿持

分をȼのように੥うか。そもそもᴩなȯඔዢと日本では会᜛ژໄがႱなっていたのかᴩ᫿支ᥓಊ˿の地

ͱにߦする᛻஁やί឴᛼制のሌ࣊がႱなるျႏはͷか。᫿支ᥓಊ˿のί឴᛼制とಊ˿ഫᣲのى果関Ρは

ȼうなっているのか。いずれの問いも本᠎ᄑでありᴩ会᜛論ျのみにΗચしてᜓขすることはできな

い。᫿支ᥓಊ˿持分に᪅らずᴩM&A はᴩ経済学ᴩ経؆学ᴩ法学等ᴩ学際ᄑな研究がժᑤなʐーʨであ

る。これら᪬૚ច科学の知᛻を૵ႊしながらᴩఝᜓขの問題に՘りጸんでいきたい。
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経済学ᨆスタ̒フ́ミ̠ーٚݬƧ

　　題　ᄻᴷ๡៵をᣮじたᚱད地ेᒾ支૵行動をੰ૱するためのᫌୠ選択޴᮷

ᐐᴷ఍៹　ϧᯚ֖ڨ　　

　　ձ会ᐐᴷ˶ธ　　෫

　本ʅʩʔーは 20�� 年の 6月 2� 日に行ɢれました。ʅʩʔーのᄻᄑはᴩᣋ年経済学の分野で᥾ᛵと

なってきているᫌୠ選択޴᮷のਖ਼法についての知識を຅めることでした。ʅʩʔーҰԡではᴩਖ਼法のക

ᛵについてのᝢ஥を行いました。ʅʩʔーऻԡではᴩ私がᫌୠ選択޴᮷をΈってး٣᣹めている๡៵を

ᣮじたᚱད地ेᒾ支૵行動をੰ૱するための研究についてᝈしました。

　Ұԡのᫌୠ選択޴᮷のਖ਼法のകᛵではᴩᫌୠ選択޴᮷はᴩɬンɻーʒで̝つあるいは複ୣの選択ᑆを

提ᇉしᴩֿף・ɿービス・政策なȼにߦする̷々のӛႊをੰ૱するための᜛ᦀᄑਖ਼法であることのᝢ஥

をしました。そしてᴩ̷々があるֿףや政策を選択する際にȼういったᛵጨにफᬭされて意९ขްをし

ているのかをੰ૱する際にӛ果を発૴することからᴩᣋ年ᴩ経済学に᪅らず心ျ学やʨーɻʐɭンɺな

ȼࢥ広い分野でΈɢれていることをᣖɌました。

　ඒにᫌୠ選択޴᮷の˧つのスʐʍʡについてᝈしました。スʐʍʡ �ではᴩ޴᮷៎ߦをขめᴩ៎ߦに

फᬭをՒɏすᛵጨをްめます。΍えば新しい᡾を៧ۨする際にᴩȼういったᛵጨがこの᡾にあればより

۹くの๡៵ᐐに៳って៮えるのかをੰ૱したい場նにᴩ自動ʠʶーɷの఍ིᴩᮗӌᴩྖ៵ᴩΙ格なȼ๡

៵ᐐの意९ขްを分析する際に᥾ᛵだと९ɢれるᛵጨをขްします。スʐʍʡ 2ではᴩ޴᮷を行うため

の޴᮷のᜫ᜛を行います。このスʐʍʡではᴩ޴᮷ୣوを最ߴにしつつᴩ޴᮷Վӏᐐから最も۹くのষ

᮷᜛画をᎃればᓦいのかᴩ᚜・ќᅊ・َをΈうなȼȼういった஁法で᠎問ᬱᄻ޴をीるにはȼういうڨ

を޴᮷Վӏᐐに提ᇉするのがᓦいのかᴩȼうやって޴᮷内容をඩᆬに޴᮷Վӏᐐに伝えるのかなȼを考

ಘします。そしてᴩ本Ⴍの޴᮷を行うҰのʛイʷʍʒ޴᮷なȼも行い問題があれば᜙ඩしᴩѓびʛイ

ʷʍʒ޴᮷を行うというͽ業をᎱりᣌしᴩ最ᤛな޴᮷᜛画をᎃるスʐʍʡであることをᝢ஥しました。

最ऻのスʐʍʡ 3ではᴩスʐʍʡ 2で最ጶᄑに最もఖましいと९ɢれた޴᮷஁法にिって޴᮷を行いᴩ

。᮷でीたʑーʉを分析しᴩፀ果のᜓ᥺を行います޴

　ʅʩʔーҰԡの最ऻにᴩʨーɻʐɭンɺᴩ経済政策ᴩԗჵ経済学ᴩ環境政策の分野で޴際にᫌୠ選択

。᮷がȼのようにΈɢれているのかの̜΍を紹介しました޴

　ʅʩʔーऻԡではᴩ私がᚱད地ेᒾ支૵のための๡៵ᐐ行動をੰ૱するための研究でႊいているᫌୠ

選択޴᮷の内容をᝢ஥しました。私が 20�� 年ᬰから行っているᇩࡀՁ発ᣋᣃで生ႇされたᣁ౑෩ႇ࿎

にߦする๡៵ᐐ行動を૘る研究ᴥ఍៹ , 20�6ᴦからᴩᚱད地の᭥ֿにߦする๡៵ᐐのˢ部はᴩᚱད地を

支૵したいというҟͅᄑ意識にژȸいて行動しているժᑤॴがあることが分かってきました。そこでᴩ

း٣私が行っている研究ではᴩこういったᚱད地を支૵したいという意識からᚱད地の生ႇ࿎を᠔入し

ている๡៵ᐐ意識のᑔऻにはᴩ心ျ学なȼで᜛ລされている自分のҟᄬのためではなくᴩ̷ͅのҟᄬの

ために行動したいというҟͅॴが関Ρしているժᑤॴをᫌୠ選択޴᮷によって஥らかにすることをᝁみ

ております。

　まずᴩこの研究ではᴩᚱད地で生ႇされたዢᴩ៍ᐼᴩʨɺʷというᣁ෩ႇ࿎を៎ߦとした޴᮷を行い

ました。さらに選択޴᮷ではᴩ᚜ �のようなႇ地ᧇ౤ᴩᚱད地への͇߆ᦂᴩɲɽʳベʵの఍ིᴩ᭥ֿຍ

ӏ࿎の఍ིᴩΙ格というᛵጨを選択ᑆのࠖॴとして選びました。ႇ地ᧇ౤として日本͏۶のᧇ౤も入れ

たのはᴩ日本の๡៵ᐐは日本のᚱད地と෗Ɍて۶国のᚱད地への支૵には๡഍ᄑであるժᑤॴが考えら
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れᴩ国෢意識のᤏいがҟͅᄑ๡៵行動にफᬭしてくるのではないかと९ɢれたからです。そのͅのࠖॴ

は᭒ͬのஒސ研究にژȸいて選択しました。

ᝠ１ǵ᧧ିࡸᱻɹࢪᢒとɲɤɛࣚڃڧਸɹෙឹ

のሗ᭒ᴷዢᴲɷʷᴩ៍ᐼֿף 300 ɺʳʪᴩʨɺʷ 200 ɺʳʪ

選択ᑆのࠖॴ ෩　　ໄ

ႇ地ᧇ౤ ᅇႇᴩྊ本ᅇႇᴩᬤ国ႇᴩիຽႇڌ޺

ᚱད地への͇߆ᦂᴥяᴦ Ι格ąᴭᴢᴩΙ格ą �0ᴢᴩΙ格ą 20ᴢᴩΙ格ą 30ᴢ

ɲɽʳベʵ ɲɽʳベʵありᴩɲɽʳベʵなし

᭥ֿຍӏ࿎ ᭥ֿຍӏ࿎ֆɓᴩ᭥ֿຍӏ࿎ֆまれていない

Ι格ᴥяᴦ ᠔៳Ι格ą ��5ᴢᴩ᠔៳Ι格ą �05ᴢᴩ᠔៳Ι格ą �5ᴢᴩ᠔៳Ι格ą �5ᴢ

　そしてᴩこの選択޴᮷のࠖॴ変ୣとはҝρにᴩRushton et al.ᴥ����ᴦがᩒ発したҟͅᄑ意識を᚜す઩

ൈᴥSRASᴷSelf-report Altruism Scaleᴦにژȸいてᴩ޴᮷Վӏᐐそれȱれのҟͅᄑ意識の࣊նいを᜛ລ

するためのɬンɻーʒも޴ஃしました。

　本研究のための選択޴᮷とɬンɻーʒは 20�� 年の �0 月 26 日から 3� 日に޴ஃされました。この研究

はး٣まだ᣹行˹ではありますがᴩこのɬンɻーʒからीられたʑーʉを分析したことによりᴩඒの

ことがɢかりました。第ˢにᴩҟͅᄑ意識の઩ൈᴥSRASᴦでລったҟͅॴの࣊նいのᯚい๡៵ᐐɎȼᴩ

๡៵をᣮじたᚱད地ेᒾ支૵にሥ഍ᄑであるϿ向があることがɢかりました。第̝にᴩ日本の๡៵ᐐは

日本のᚱད地支૵と෗Ɍて۶国のᚱད地支૵には๡഍ᄑであるϿ向があることが஥らかとなりました。

　最ऻに̾ऻの研究としてはᴩዢᴩ៍ᐼᴩʨɺʷのɬンɻーʒʑーʉをҝ々に分析するֿףҝの分析を

することでᴩֿףのᤏいによってᚱད地ेᒾ支૵の๡៵行動にᤏいがあるのではないかᴩ޴᮷Վӏᐐの

ͳ地とᚱད地とのᠾᫌのᤏいによっても支૵意識にᤏいҋてくるのではないかᴩᚱད地に知̷がいるࠊ

なȼ޴᮷Վӏᐐのᚱད地とのρ̷ᄑな関Ρの࣊նいのࢃによってもႱなるፀ果となってくるのではない

かといったཟについても研究していきたいと考えております。
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経済学ᨆスタ̒フ́ミ̠ーٚݬƨ

　題　　　ᄻ ȊKࠨฯផ࣋�日本経済のධխȋをめȣって　第 2ओ　ᦂᙤ

　日　　　஽ᴷ20�� 年 � 月 3 日ᴥ٠ᴦ�5 ஽ᵻ �� ஽

ᐐᴷなしᴥᝣం会ᴦ　֖　ڨ　

ߦ　 ៎ 文 献 ȊKࠨฯផ࣋��日本経済のධխȋ　のうちᴩ

　　　　　　　第 ᴥᣋ͍ࢊ3 �ᴦᵻ第 ᴥး͍ࢊ6 2ᴦの各第 2ቛᴥᦂᙤのቛᴦ

　ձ会・ᜤ᧸ᴷ̾ฤ　᭣᱖

　共　　　ϸᴷ埼玉大学ᦂᙤ研究会

　Ȑ１ȑ　企画കᛵ

　20�� 年࣊第 ��埼玉大学経済学部スʉʍʟʅʩʔーではᴩ20و2 ᵻ 20�� 年にҔ行されたȊࠨฯផ࣋�

日本経済のධխȋシʴーʄのうちᴩᣋ͍͏᪃の各ࢊᦂᙤのቛをʞʍɹɬʍʡしてᝣం会を行った。छシ

ʴーʄは˹世から 2000 年͍にいたる長期の日本経済のඬみをᜓᝢしたものでᴩற年࣊はږኂᐐをᣊえ

てផ໮会・ն᜻会を޴ஃしたᴥ20�� 年 � 月 2� 日ᴦ。̾وは第̝ओとして埼玉大学ᦂᙤ研究会との共ϸ

で行ɢれᴩ埼玉大学ూ̱スʐーションɵʶʍジを会場にᴩ教員・᪋生նせて 20 ջをᠯえるՎӏがあっ

た。

�

　Ȑᴯȑ　議論の内容

　छ日は֖ڨᐐや᜞論ᐐ等を઩ްするのではなくᴩቛȧとにȩっくばらんにჀ問ཟや論ཟをમȥて議論

するというढを૗った。͏˩にそのകႩをまとめる。

　第 はᣋ͍ࢊ3 �ᴥ�� 世጗ऻԡᵻ第ˢඒ世界大戦Ұまでᴦを៎ߦとしている。第 2ቛ「ᣋ͍ᄑᦂᙤシス

ʐʪのढ成と企業ᦂᙤ」ᴥߥᛴ᥾᤼・ፀڌණ࣫ᴦではᴩᦿ行制࣊の成立Ւびछᝉ期のᦂᙤ機関やᜳҦࢍ

場等の特᠎といったᦂᙤシスʐʪのढ成ᤈሌとᴩ企業ᦂᙤՒび企業ፋผの޴ৰがᝢ஥されている。Վӏ

ᐐからはᴩ日本ᦿ行のᜫ立ျႏとしての地域ᩖの៾ᦂ៴ϋの॒ᛵॴをȼのように᜻Ιするかᴩ戦Ұの企

業ᦂᙤではˢᓐᄑであったಊ˿Ҿछۄ៾や分Ҿ੝ᣅはᦂᙤࢍ場や企業ፋผにȼのようなफᬭを˫えた

かᴩといった論ཟがҋされた。

　第 はᣋ͍ࢊ� 2ᴥ第ˢඒ世界大戦期ᵻ日˹戦̚Ұまでᴦを៎ߦとしている。第 2ቛ「ᦿ行業のႇ業ጸ

Ꭵとႇ業・企業ᦂᙤ」ᴥ̝ࠥ׎ࡆᴦではᴩ日本のᦂᙤシスʐʪについての長期ᄑなകᜊを行った˨でᴩ

戦ᩖ期まで少なくなかった「機関ᦿ行」がछ஽の企業ᦂᙤにՒɏしたफᬭとᴩそれが ��2� 年のᦂᙤঃ

ৱを経て大ࢥに୥ျされたことの意義を೫ᜳしている。Վӏᐐからは᜛ᦀ分析の஁法についてのჀ問ཟ

のɎかᴩछ஽のᦂᙤシスʐʪにߦする「ᦿ行˹心かࢍ場˹心か」というʊイɽʒʩーではး޴をસえら

れずᴩʅɹʉーȧとにႱなる複ୣの៾ᦂै環が˶ސするݎをп体としてસえるɌきではないかᴩといっ

た論ཟが઩ଊされた。

　第 はး͍ࢊ5 �ᴥ日˹戦̚期ᵻᯚ࣊成長期までᴦを៎ߦとしている。第 2ቛ「ᯚ࣊成長とᦂᙤ」ᴥߥ

ᛴ᥾᤼・長ངැᴦではᴩछᝉ期にढ成されたとされる「日本ټᦂᙤシスʐʪ」のढ成・ްᅔの経ᎁとᴩ

それが日本ټ企業シスʐʪや経済発展にȼのようなफᬭを˫えたかが論じられている。Վӏᐐからはᴩ

「日本ټᦂᙤシスʐʪ」をȼうް義・᜻Ιするかᴩそのढ成のܑ機として「�0 年体制論」をȼう᜻Ι

するかᴩᫀႊ面を˹心とした日本ټ企業シスʐʪのढ成とᦂᙤシスʐʪの特᠎とのᩖにȼのሌ࣊ى果関

Ρをᝓめることができるかᴩといった論ཟがҋされた。
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　第 はး͍ࢊ6 2ᴥާް成長期ᵻഫᣲ୎ᬆ期までᴦを៎ߦとしている。第 2ቛ「Ͳ成長˩の日本のᦂᙤ

シスʐʪźʚʠʵ・Բ機・Ϧໞ˩のާް」ᴥ内ႎ๖խᴦはᴩᦂᙤ自ႏ化のもとでのᦂᙤഫᣲの޴ৰとᴩ

ʚʠʵᴩ˪ᓦϽ൏問題ᴩᦂᙤԲ機のᛵىを૘りᴩ「܅ɢれた 20 年」におけるᦂᙤ政策の᜻Ιとᦂᙤ部門

のϧп化についてᝢ஥している。Վӏᐐからはᴩᦂᙤシスʐʪのާްやᦀᄑ፿֪の᜻Ι等についての論

ཟがҋされた。

　͏˨のようにቛȧとにˢᣮり議論を行った˨でᴩп体をᣮしてのɽメンʒを෰めた。

　छシʴーʄは ���� 年ҰऻのࠨฯంࣆȊ日本経済խȋп のʴʕʯーɬʵとしてഫ৊されたものでࢊ�

ありᴩږኂᐐに経済խ研究ᐐのみならずး͍経済の研究ᐐを۹くᣊえているཟが特ᓨのˢつである。

िってᴩҰシʴーʄとのሥ഍ᄑなᤏいやᴩᦂᙤシスʐʪのධխᄑ変化のျᜓᴩ΍えば戦஽期やᯚ࣊成長

期の変化のͱᏚȸけなȼが問題となる。

　戦Ұ日本のᦂᙤシスʐʪについてはᦿ行˹心かࢍ場˹心かという議論がᖞሥされᴩ̾日では戦Ұを

「ɬンɺʷɿɹʇンټ」とする᛻஁もˢᓐᄑである。しかしᴩこのような̝分法ではなくᴩ複ୣの៾ᦂ

ै環が˶ސするとસえてそのп体Ѕをੰ૱することが॒ᛵではないかᴩとの઩ଊがᎱりᣌしҋされた

ᴥ͜ᗵε「፱論」͜ᗵε・᳥ᗵᄽ፾ᕻȊႇ業経؆խシʴーʄ ��　ᦂᙤ業ȋ日本経؆խ研究੔ᴩ20�� 年Վ

ྃᴦ。さらにᴩஒᣖのように戦Ұの企業ᦂᙤではᴩ̾日のಊࣻ会社とは大きくႱなってᴩಊ˿Ҿछۄ៾

や分Ҿ੝ᣅなȼ᭍の᛻えるᩖ౤での՘ऀが᥾ᛵなͱᏚをԬめていた。このためᴩ戦ҰをԨに「ࢍ場˹

心」や「ᄽ૚ᦂᙤ」と᚜းするとᴩ̾日イメージするそれとのᩖの᥾ᛵなॴ格のᤏいを᛻܅うԲ᪙があ

るのではないかと઩ଊされた。

　またछシʴーʄのᦂᙤのቛでは˿にᦿ行ᴩᜳҦࢍ場ᴩ企業ᦂᙤが՘り˨ȥられたがᴩこのɎかに᥄Π

៭ᦂや生֤ί᪙ᴩႇ業ጸնといったᴩ大ᚏの少ᭊ៾ᦂを広ኰに動員する៾ᦂै環の٣ސも᥾ᛵであɠ

う。その᥾ᛵॴはԨにᦀᄑな面に᪅られずᴩ「共պ体」や「޿」なȼをԨͱとするᦂᙤの޴ৰをસえᴩ

その経済発展への߆˫を考ߔするといった論ཟに展ᩒさせीるཟにあるᴥ΍えばႎ˹бȊもうˢつのᦂ

ᙤシスʐʪ　ᣋ͍日本とʨイɹʷɹʶジʍʒȋջաࠎ大学ҋ࿂会ᴩ20�� 年なȼՎྃᴦ。こうしたϫ面を

ᄱりᣅɓことでᴩͅの経済ច分野とのᄾ̠᛼ްの関Ρもより広く᛻えてくるのではないかᴩとの઩ଊも

あった。

　Ȑᴰȑ　文献ষڨ

຅̱ࠆձ・˹ర߸խ・˹౑ᅊࢶ፾集Ȋࠨฯផ࣋��日本経済のධխȋп ��ᴩ20ࣆฯంࠨᴥࢊ6 ᵻ 20�� 年ᴦ
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ڨ　 ֖ 題 ᄻᴷ新ᒾࢍ場発の۹国዗企業

ᐐᴷᆀ　　ၝ　֖　ڨ　

　ձ　会　ᐐᴷᦂފ　ᇸ

ڨ　 ֖ 日 ஽ᴷ20�� 年 �0 月 �� 日ᴥᦂᴦ�6ᴷ00 ᵻ ��ᴷ00

　ᣋ年、新ᒾࢍ場発の۹国዗企業ᴥMultinational Enterprises from Emerging Market: ͏˩ EM-MNEs と

Ⴉすᴦは、ɺʷʚーʵࢍ場において大きなᡮ᣹をᤁȥている。ि఼の先᣹国発の۹国዗企業に෗Ɍ、経

؆៾ໃが̈しく、経؆ᑤӌがӐっていることを特ौとするこれらの企業がܩͷにしてቧ̚Тͱをഫ築で

きたのかは、᫿ࢠにᒾ֞຅い研究ᝥ題である。そこで、本֖ڨは、͍᚜ᄑ企業である˹国ɬʴʚʚ社を

するߦにᝊጯな̜΍研究を行うことで、ि఼の先᣹国発の۹国዗企業に៎ߦ EM-MNEs の国際化戦Ⴉ

の特ौを஥らかにし、ஒސの۹国዗企業ျ論をછएするとともに、ɬʴʚʚのɲɽシスʐʪのഫ築によ

るቧ̚Тͱのပीʡʷʅスについて考ߔし、新ᒾのɲɽシスʐʪ論に知᛻をӏえることをᄻᄑにしてい

る。

　ʅʩʔーのҰԡは、ɬʴʚʚが๜۶ࢍ場においてȼのような戦ႩをᮠΈしているのかを分析したもの

である。まず、文献ʶビʯーをᣮして、経؆៾ໃが̈しいことを特ौとする EM-MNEs は、๜۶ࢍ場

においてൈໄ化戦Ⴉをႊいるժᑤॴが大きいという͑ᝢを立てた。それから、ɬメʴɵとʷシɬࢍ場に

おけるɬʴʚʚの戦Ⴉについてそれȱれ考ߔした。そこからीた発᛻̜޴にژȸき、๜۶の新ᒾࢍ場と

先᣹国ࢍ場にߦし、ɬʴʚʚがႱなる戦ႩをᮠΈしてߦख़していることを஥らかにした。щ体ᄑには、

ʷシɬに͍᚜されるような新ᒾࢍ場においては、ൈໄ化戦Ⴉを૗ႊしているのにߦし、ɬメʴɵに͍᚜

されるような先᣹国ࢍ場においては、ᤛख़化戦ႩをᮠΈしているということである。また、それȱれの

๜۶ࢍ場にख़じてႱなる戦ႩをᮠΈすることは、Ⴑなる戦Ⴉ意َにژȸいた意९ขްだということも஥

らかにした。ᛵするに、先᣹国ࢍ場を੫ᚓや៾ໃのᝩᤎચཟとしてΈい、いɢば「៾ႇ૘ጪټ」ᤛख़戦

Ⴉを展ᩒしているのである。それにߦし、新ᒾࢍ場においては、˹国でᖞሥしたஒސ៾ໃを生かすこと

をᄻᄑにし、いɢば「៾ႇ๊ႊټ」ൈໄ化戦Ⴉを展ᩒしているのである。

　このように、ɬʴʚʚの国際戦ႩについてᝩɌたፀ果、ஒސの۹国዗企業論がસえきれない EM-

MNEs ࿲自の戦Ⴉ行動を発᛻し、ஒސの۹国዗企業ျ論に᫿ࢠに᥾ᛵなインʡʴɻーションを˫えた

と考えられる。

　ʅʩʔーのऻԡでは、ɬʴʚʚのɲɽシスʐʪのഫ築ʡʷʅスを考ߔし、そしてそれによるቧ̚Тͱ

のပीについて分析したものである。ᣋ年、GAFA と֣ばれるዢ国 ICT 企業のᡮ᣹をᑔ௑に、それら

の企業のビジネスʬʑʵを៎ߦとするʡʳʍʒʟɳーʪᴬɲɽシスʐʪの関ᣵ研究は、学ᐐから大きな

関心が߆せられている。しかし、関ᣵျ論のഫ築はまだқඬ෉᪡にあるため、ɲɽシスʐʪのढ成ʡʷ

ʅス、ɲɽシスʐʪがቧ̚Тͱをもたらすメɵʕʄʪをֆめ、۹ୣの研究ᝥ題がරされている。また、

EM-MNEs 論とպじように、ᜳ޴研究とりɢけᝊጯな̜΍研究がඑܩしている問題も੿えている。

　そこで、本研究は、ɬʴʚʚの EC ʡʳʍʒʟɳーʪおよび支੝いʡʳʍʒʟɳーʪ、ʟɭンʐʍ

ɹ・ʡʳʍʒʟɳーʪの߳入ʡʷʅスをو᭔することで、छᝉ企業がܩͷにして複ୣのʡʳʍʒʟɳー

ʪをӿજするようなɲɽシスʐʪをഫ築できたのかを஥らかにした。そのうえで、各ഫ成メンʚー、す

なɢち˹ಎ企業であるɬʴʚʚ、᭔޵、およびᛃީᄑ企業が、そのɲɽシスʐʪにおいては、それȱれ

ȼのような役Ҿを果たし、そしてɲɽシスʐʪのढ成からȼのようなТͱॴを̰ՙしているかを஥らか
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にした。最ऻに、それらの発᛻をᡍまえ、ɬʴʚʚは、࿲自のʟɭンʐʍɹ・シスʐʪをᆬ立させるこ

とで、EC 企業から社会インʟʳ提供ᐐへのᢆᡵをَり、ࢍ場においてऐӌなቧ̚Тͱを築いたという

ፀ論を߳きҋした。

　このように、本研究は、ɬʴʚʚのɲɽシスʐʪは、պじ戦ႩをᮠΈしているዢ国の GAFA のとは

大いにႱなることを発᛻し、また、ʟɭンʐʍɹ・ʡʳʍʒʟɳーʪがɬʴʚʚのቧ̚Тͱに最も貢献

していることを஥らかにすることで、新ᒾのɲɽシスʐʪ論に新たなインʡʴɻーションと知᛻をӏえ

た。

をጶえ、ʟʷɬの先生から៱᥾なɽメンʒを۹ୣいただき、๊発な議論を̬ɢした。それらのȧ֖ڨ　

意᛻をᡍまえ、̾ऻさらに研究に՘りᣅんでいきたいと९う。最ऻに、スʉʍʟʅʩʔーを企画された

先生஁、মۿψの˹Վӏされた教ૌ会メンʚーの皆様におᇊを႑し˨ȥる。
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　題　　　ᄻ ȊKࠨฯផ࣋日本経済のධխȋをめȣって　第ᴰओ　әЄと̷ՠ

　日　　　஽ᴷ20�� 年 �2 月 2� 日ᴥ٠ᴦ�5 ஽ᵻ �� ஽

ᐐᴷなしᴥᝣం会ᴦ　֖　ڨ　

ߦ　 ៎ 文 献 ȊKࠨฯផ࣋ 日本経済のධխȋ　のうち、

　　　　　　　第ᴰࢊᴥᣋ͍１ᴦᵻ第ᴳࢊᴥး͍ᴯᴦの各第１ቛᴥәЄと̷ՠのቛᴦ

　ձ会・ᜤ᧸ᴷ̾ฤ᭣᱖

　共　　　ϸᴷ埼玉大学әЄ研究会

　Ȑ１ȑ　企画കᛵ

　20�� 年࣊第４و埼玉大学経済学部スʉʍʟʅʩʔーでは、20�� ᵻ 20�� 年にҔ行されたȊࠨฯផ࣋

日本経済のධխȋシʴーʄのうち、ᣋ͍͏᪃の各ࢊәЄと̷ՠのቛをʞʍɹɬʍʡしてᝣం会を行っ

た。छシʴーʄは˹世から 2000 年͍にいたる長期の日本経済のඬみをᜓᝢしたもので、ற年࣊から̾

年࣊にかけてն᜻会・ᝣం会を޴ஃしてきた。第˧ओである̾وは埼玉大学әЄ研究会との共ϸで行ɢ

れ、埼玉大学ూ̱スʐーションɵʶʍジを会場に、教員・᪋生նせて 20 ջሌ࣊のՎӏがあった。

　Ȑᴯȑ　議論の内容

　छ日はቛȧとにჀ問ཟや論ཟをમȥて議論するというᝣం会ढࣻを૗った。͏˩にそのകႩをまとめ

る。

　第ᴰࢊ第１ቛ「移動の自ႏと੫ᑤのढ成」ᴥ˹౑ᅊࢶ・೘本ᅊ世・ᇘ門̄ױᴦは、஥ผ期のәЄࢍ場

と教ᑎੵ៾について、移動やᢷᐳの自ႏにߦするᫀႊ᛼制のऍさᴥඑܩᴦとそれにߦख़する内部әЄࢍ

場のढ成という᛾ཟからᝢ஥している。Վӏᐐからは、自ႏәЄとऐ制әЄのʛʟɳーʨンスの෗ᢎፀ

果や、ʲーʷʍʛのәЄࢍ場と日本のそれとの෗ᢎਖ਼ᬲのܵछॴ、ॴҝやႇ業による੫ᑤの˹ᡵのᤏい

を考ਁする॒ᛵॴ、日本における「自ႏなәЄࢍ場」の法制化の意َなȼの論ཟがҋされた。

　第４ࢊ第１ቛ「戦ᩖ期のәЄࢍ場・ᫀႊ関Ρ・̷ᄑ៾本ढ成」ᴥᇘ౑᳷・ᕏࠞᅊඒ・ᇘ門̄ױᴦでは、

戦ᩖ期について公共ᐳ業紹介̜業の展ᩒ、新卒૗ႊ・長期ᫀႊを特ौとする「日本ᄑ」なᫀႊৼ行ढ成

の端፳、˹等޴業学ಇの᥾ᛵॴなȼを೫ᜳしている。Վӏᐐからは、ᣁరから᥆ࢍ部へのәЄ移動を᛼

ްするᛵىや、әЄ移動の΢᣹とްᅔのいずれを政策ᄑに意َしていたのか、といった論ཟが֔ᇉされ

た。

　第ᴲࢊ第１ቛ「「日本ᄑ」әΈ関Ρのढ成とәЄ生ႇॴの˨஡」ᴥ೘ՠԛ௕・˨࣐ࡀः・ဃజණो・ࡺ

ՠ大ձ・޷៹៱ሡᴦでは、ঃৱ期から戦஽期にかけての̷̜ከျ制࣊の変化と国際ᄑ分ࠢ、ᯚ࣊成長期

にかけてのәЄ環境の変化や政策、そして戦ऻの生๊෩ໄの動向が論じられている。Վӏᐐからは、経

؆ຣষ˿義を企業ᇩᇐ˿義とˢજすることのܵछॴや、៼ᦂ体ጕへの᜘Ւが˪Ԛ分であること、᥾ᛵな

先行研究との関ᣵなȼの面から、日本のᫀႊシスʐʪの特᠎Ւびその戦஽期における変化を૫きҒれて

いないのではないかといった઩ଊがあった。

　第ᴳࢊ第１ቛ「း͍のәЄࢍ場と生๊෩ໄの変ᤢ」ᴥࡺՠ大ձ・޷៹៱ሡᴦは、ާް成長期͏᪃のә

Єࢍ場の変化と生๊෩ໄの動向についてᝢ஥している。Վӏᐐからは、֤ߧ٫ࢲが࣫びることによるͺ

௚のۄӏの意֞ȸけ、᫿ඩ᛼化の᣹行や۶国̷әЄᐐのۄӏなȼをᡍまえたʑーʉのᝣみ՘りについて

の論ཟがҋされた。
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　͏˨のようにቛȧとにˢᣮり議論を行ったのち、ᇳޭ杬教ૌから各ቛՒびп体へのɽメンʒをまとめ

た៾୳がᥓࢎされ、これをᡍまえつつп体をᣮしての議論が行ɢれた。

　まず、各ቛ複ୣ̷のږኂᐐが分આすることにより۹面ᄑな議論が展ᩒされるˢ஁、各議論の૓り˩ȥ

が˪Ԛ分となっているとの意᛻があった。内容面では教ᑎੵ៾とそのوՖへのᅔᅓという特ौがあった

が、ि఼᥾᛾されてきた「知ᄑྏᎃ」の議論と各ቛとの関ɢりがより஥ᆬにੜちҋされるɌきであった

といった意᛻や、企業の۶で行ɢれる学ಇ教ᑎを企業経؆の変化とのインʉʳɹションでસえるᝢ஥が

ˢ࠙෰められるといった意᛻がҋされた。

　各ቛとも、̝᥾ഫᣲ論のͱᏚȸけなȼ、ि఼のәЄխ・әΈ関Ρխ研究でᖞሥされてきた議論との関

ᣵが஥ᅩではない。また、፱じて大企業・႒ॴәЄᐐを˹心としていてܤॴや˹ߴ企業を՘りࢊくәЄ

する分析がߦ場が૫かれていないこと、әЄᐐと企業とのᩖの、政ผᄑなӌ関Ρをもֆめた関Ρॴにࢍ

ᗖいこと、әЄと生๊との関Ρが論じられていないことなȼの問題が٣ސし、ៈߋなʑーʉをᇉしつつ

も各̜៎のᩖのى果関Ρの議論が˪Ԛ分であることもあり、әЄの体ጕᄑ・ධխᄑなᝢ஥として˪຿が

රると፱જされた。

　

　Ȑᴰȑ　文献ষڨ

຅̱ࠆձ・˹ర߸խ・˹౑ᅊࢶ፾集Ȋࠨฯផ࣋ 日本経済のධխȋпᴳࢊᴥࠨฯం20、ࣆ�� ᵻ 20�� 年ᴦ




